
鶴
岡
市
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
支
援
事
業
は
１
月
31

日
が
申
請
申
込
の
最
終
日

で
す
。

平
成

年
２
月

日
ま

25

28

で
工
事
を
完
了
し
実
績
報

告
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

執
行
率

％
94

同
事
業
の
１
月
７
日
現

在
の
受
付
件
数
は
４
４
９

件
、
補
助
金
額
は
８
５
９

４
万
円
で
執
行
率

・
７

93

％
、
補
助
対
象
工
事
等
金

額
は

億
５
１
８
９
万
円

11

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
の
予
算
額
は
、

24
当
初
予
算
６
０
０
０
万
円

に
９
月
補
正
で
３
１
７
４

万
円
追
加
さ
れ
９
１
７
４

万
円
（
う
ち
県
補
助
金
７

３
０
０
万
円
）
に
拡
大
し

ま
し
た
。

克
雪
化
で
敷
地
内
融

雪
や
屋
根
の
融
雪
も

県
が
打
ち
出
し
た
「
雪

対
策
総
合
交
付
金
」
を
活

用
し
、

月
１
日
か
ら
克

10

雪
化
の
工
事
要
件
を
追
加
。

克
雪
化
工
事
は
１
月

日
15

現
在

件
が
該
当
し
、
敷

20

地
内
の
融
雪
・
消
雪
設
備

が
約
半
数
、
他
は
屋
根
の

融
雪
設
備
（
電
熱
・
温
水

・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
）

や
雪
止
め
設
置
・
取
替
な

ど
で
す
。

藤
島
地
域
は

件
で

53

・
７
％

11
地
域
別
の
件
数
で
は
１

月

日
現
在
、
鶴
岡
が
３

15
４
０
件
で

％
を
占
め
、

75

藤
島

件
、
羽
黒

件
、

53

17

櫛
引

件
、
朝
日
８
件
、

18

温
海

件
で
す
。

17

施
工
者
で
は
株
式
会
社

が

％
、
有
限
会
社
が

40

31

％
、
個
人
名
会
社
が

％
、

25

個
人
名
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

補
助
対
象
工
事
費
で
は

最
も
多
い
の
が
３
０
０
〜

２
０
０
万
円
で
１
１
８
件

で
す
。

耐
震
改
修
の
場
合
は

最
大
で

万
円

90

補
助
額
は

％
・
上
限

10

万
円
、
鶴
岡
産
木
材
使

20用
の
場
合

％
・
上
限

15

30

万
円
で
、
さ
ら
に
耐
震
改

修
の
場
合
に

％
・
上
限

25

万
円
が
追
加
さ
れ
、
最

60大
で

万
円
と
な
り
ま
す
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
1月 12人 8,000円
12月 49人 36,300円

鶴岡市住宅リフォーム支援事業の執行状況（平成24年度）

受付件数
補助対象工

事等金額
補助金額 執行率

左記の内、鶴岡産木材利用による補助交付申請

受付件数 補助対象工 補助金額 左記の内、市 市単執

事等金額 単独補助金額 行率
1月7日現在 449件 11億5189万円 8594万円 93.7% 194件 7億8216万円 5377万円 1808万円 96.5%

平成23年度 280件 8億1303万円 5885万円 98.1% 155件 6億2244万円 4221万円 407万円 93.8%

平成24年度当初予算額6,000万円、９月補正3,174万円　合計9,174万円

平成23年度予算額6,000万円

地域別リフォーム
受付件数(1月15日)
鶴岡 340件 75.06%
藤島 53件 11.70%
羽黒 17件 3.75%
櫛引 18件 3.97%
朝日 8件 1.77%
温海 17件 3.75%

要件別リフォーム件数
重複集計(1月15日)

克雪化 20件
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化 87件
省エネ化 211件
耐震化 9件
県産木材使用 5件
鶴岡産木材使用 195件

補助対象工事費別件数
(1月15日)

1000万円以上 12件
1000万円以下 32件
500万円以下 65件
300万円以下 118件
200万円以下 45件
150万円以下 64件
100万円以下 67件
50万円以下 50件

施工者別

リフォーム件数(1月15日)

株式会社 182件 40.2%

有限会社 141件 31.1%

個人名会社 114件 25.2%

個人名 16件 3.5%

鶴
岡
市
消
防
団
出

初
式

（
１
月

日
・
市

13

役
所
前
）

藤
島
方
面
隊
が

梯
子
乗
り
を
披

露

藤
島
地
域
の
消
防
出
初
式
は

日

時
か
ら

20

11

藤
島
公
民
館
前
県
道
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

三
川
町
議
選

日
告
示
、

日
投
票

22

27

定
数

に
対
し
、
１
人
は
み
出
し
の
少
数
激
戦
が
予

10

想
さ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
・
佐
藤
政
弥
町
議
の
勇
退

を
受
け
後
任
と
し
て
田
中
あ
き
ら
氏
が
立
候
補
を
予
定
。

連
日
街
頭
宣
伝
や
訪
問
、
対
話
・
支
持
拡
大
行
動
に
全

力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

田
中
あ
き
ら
の
重
点
政
策

○
学
童
保
育
の
拡
大

○
高
齢
者
、
障
害
者
、
介
護
者
へ
の
支
援
充
実

○
国
保
税
、
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減

○
若
者
の
安
定
雇
用

○
「
婚
活
支
援
」
や
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
に
町
の
独
自
策

○
「
が
ん
ば
る
農
家
支
援
事
業
」
充
実
と
青
年
農
業
者
へ
の
支
援

○
働
く
人
の
生
活
と
仕
事
、
権
利
を
守
る



赤
旗
日
曜
版
１
月

日
12

号
「
党
旗
開
き
」
で
の
志

位
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で

す
。
共
産
党
の
３
つ
の
国

民
的
役
割
と
し
て
、
防
波

堤
の
党
・
変
革
者
の
党
・

国
民
共
同
を
す
す
め
る
党

の
３
つ
を
あ
げ
、
防
波
堤

の
党
と
は
、
暮
ら
し
・
平

和
・
民
主
主
義
を
破
壊
す

る
逆
流
に
正
面
か
ら
立
ち

は
だ
か
る
こ
と
で
、
自
公

民
の
「
消
費
税
増
税
連
合
」

自
公
・
維
新
・
み
ん
な
の

「
憲
法
改
悪
連
合
」
に
対

決
す
る
役
割
で
す
。

そ
し
て
志
位
委
員
長
は
、

総
選
挙
後
に
保
守
政
治
家

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
標
記
の

期
待
を
紹
介
し
て
い
る
の

で
す
。「
正
面
か
ら
た
た
か

い
を
挑
め
る
政
党
は
共
産

党
し
か
い
な
い
で
し
ょ
う
。

共
産
党
が
正
面
か
ら
た
た

か
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
、

背
筋
が
し
ゃ
ん
と
す
る
政

治
家
が
い
る
」「
今
日
の
政

「
ロ
マ
ン
溢
れ
る
」「
ロ

マ
ン
を
か
き
た
て
る
」
な

ど
と
い
う
ロ
マ
ン
は
、
前

ほ
ど
姿
を
み
せ
な
い
よ
う

で
す
。
世
の
中
が
世
知
辛

く
な
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
浪
漫
と
も

書
か
れ
、
溢
れ
た
り
か
き

た
て
ら
れ
た
り
す
る
ロ
マ

ン
に
当
た
る
こ
と
ば
が
英

語
に
も
フ
ラ
ン
ス
語
に
も

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
ロ

マ
ン
ス
と
か
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
と
い
う
と
い
わ
ゆ
る
ロ

マ
ン
に
近
く
な
り
ま
す
。

『
荘
内
地
名
の
ロ
マ
ン
ス
』

は
正
し
い
用
法
で
す
。

台
所
が
キ
ッ
チ
ン
と
な

り
風
呂
場
が
バ
ス
ル
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。
内
装
、

設
備
、
機
器
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
リ
フ
オ
ー
ム

と
い
わ
れ
ま
す
。
古
着
の

仕
立
て
直
し
か
ら
始
ま
っ

て
、
改
築
、
改
造
を
い
う

リ
フ
オ
ー
ム
は
、
和
英
辞

典
に
は
「
社
会
・
政
治
な

ど
の
改
革
や
改
新
す
る
と

き
に
用
い
る
」
と
あ
り
ま

す
。
農
地
改
革
や
教
育
改

革
は
リ
フ
オ
ー
ム
で
す
。

ウ
チ
で
は
数
年
前
に
バ

ス
ル
ー
ム
を
リ
モ
デ
ル
し

ま
し
た
。

困
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

▼
そ
れ
に
し
て
も
先
の
選

挙
、
消
費
税
と
原
発
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
。
こ
の
３
つ
の
組
合

せ
と
呼
び
方
で
色
ん
な
チ

ガ
イ
を
作
っ
た
か
ら
ナ
ー
。

３
つ
に
全
て
反
対
の
日
本

共
産
党
と
全
て
に
賛
成
の

自
・
公
と
に
な
れ
ば
、
反

対
の
党
に
少
な
く
と
も
半

数
近
く
、
ヒ
ョ
ッ
ト
す
る

と
半
数
を
超
す
カ
モ
。
こ

う
な
っ
て
は
困
る
方
々
が

色
々
考
え
た
し
、
お
金
も

出
し
た
カ
モ
。
だ
っ
て
新

し
い
党
だ
も
の
、
お
金
は

な
い
ん
で
し
ょ
う
ヨ
。
立

候
補
す
る
に
は
供
託
金
だ

け
で
１
人
３
０
０
万
円
必

要
な
ん
だ
か
ら
サ
ー
。

▼
な
ん
に
し
て
も
自
・
公

か
民
主
か
第
３
極
か
、
と

連
日
だ
っ
た
し
、
ど
の
政

党
は
ナ
ン
ボ
取
り
そ
う
だ

の
予
想
で
ハ
ヤ
シ
た
て
世

論
を
誘
導
し
た
選
挙
は
、

憲
法
違
反
に
近
い
と
言
わ

れ
る
小
選
挙
区
制
度
で
自

民
党
に
政
権
が
戻
っ
た
か

ら
静
か
に
な
っ
た
。
正
に

マ
ス
コ
ミ
の
正
体
み
た
り
、

で
す
ナ
ー
。（
石
川
）

「
背
筋
が
し
ゃ
ん
と
す
る
政
治
家
」

「
右
傾
化
に
歯
止
め
」

保
守
政
治
家
が
共
産
党
に
期
待

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

第
３
極
報
道
ど
こ
行
っ
た

あ
の
頃
あ
ん
な
に
眼
に

し
た
第
３
極
と
い
う
の
が

眼
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。

や
は
り
選
挙
の
為
に
作
っ

た
報
道
だ
っ
た
事
に
な
ら

な
い
か
。
思
え
ば
政
党
と

い
う
も
の
も
踊
っ
た
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
聞
・

テ
レ
ビ
が
笛
・
タ
イ
コ
と

言
っ
た
と
こ
ろ
か
。
あ
の

イ
キ
オ
イ
の
あ
る
政
党
は

ど
う
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

▼
太
陽
が
５
日
で
隠
れ
て

も

あ
っ
た
党
が
、
立
候

14
補
締
切
り
時
に
は

あ
っ

12

た
と
い
う
。
選
挙
が
終
っ

た
ら
分
裂
と
い
う
の
も
あ

り
で
、
そ
れ
で
は
政
党
と

は
ナ
ニ
な
ん
だ
と
な
る
。

▼
煽
っ
た
マ
ス
コ
ミ
の
責

任
も
含
め
て
反
省
が
必
要

ナ
ン
テ
報
道
は
な
い
。
ど

こ
に
投
票
す
れ
ば
い
い
か

迷
わ
す
為
の
多
党
化
は
目

的
を
達
し
た
ろ
う
が
、
ナ

リ
タ
リ
コ
ン
な
ど
と
選
挙

が
終
る
と
分
裂
す
る
政
党

は
、
民
主
主
義
と
し
て
は

工
藤

博
司

期
待
を
裏
切
っ
た
民
主
党
の
敗
北
と
自

民
党
の
「
大
勝
？
」
に
よ
っ
て
自
公
政
権

が
復
活
し
た
。

し
か
し
、
自
民
党
の
「
勝
利
」
な
る
も

の
は
、
約

％
の
支
持
率
で
、
議
席
の
ほ

40

ぼ

％
を
得
る
と
い
う
「
小
選
挙
区
制
度
」

80
の
マ
ジ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ

る
。
全
有
権
者
比
で
の
得
票
率
は
小
選
挙

区
で

％
、
比
例
代
表
で
は

％
に
す
ぎ

24

15

な
い
の
で
あ
る
。
自
民
党
の
「
大
勝
」
も
、

自
公
政
権
の
復
活
も
虚
構
で
あ
る
。
「
安

全
神
話
」
に
支
え
ら
れ
た
原
発
の
存
在
も

虚
構
で
あ
っ
た
。
虚
構
の
代
表
格
は
戦
前
の
日
本
の
姿
で
あ
る
。
現
人
神
な
る

天
皇
も
、
「
大
本
営
発
表
」
も
虚
構
で
あ
っ
た
。
こ
の
虚
構
を
押
進
め
た
当
時
の

指
導
者
の
二
代
目
・
三
代
目
が
ま
た
し
て
も
虚
構
を
引
き
継
い
で
い
る
。
ざ
っ

く
り
と
キ
ャ
ベ
ツ
を
切
断
す
る
よ
う
に
、
こ
の
虚
構
こ
そ
見
事
に
切
断
し
な
け

れ
ば
と
思
う
。

（画・加藤貞雄）

ロマン
大沼 浩

治
が
米
国
従
属
、
財
界
中

心
の
政
治
と
い
う
指
摘
は

よ
く
分
か
り
ま
す
。
現
在

政
治
が
右
へ
右
へ
と
な
び

く
事
態
に
つ
い
て
憂
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

に
、
共
産
党
の
存
在
自
体

が
右
傾
化
の
動
き
に
対
す

る
歯
止
め
・
ブ
レ
ー
キ
役

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。」
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